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序蹟
食品タンパク質が生体の栄養として機能する場合，そ
の食品のタンパク合震やタンパク質のアミノ酸組成が大
きく影響する。食品タンパク質の栄養価の判定には種h
の方法が用いられているがれ釣 3)山 S)5) 7).一般に動物
性タンパク賓が積物性タンパク質より優れると言われて
きた7)。筆者等は，乙の質の差lとそのタンパタ賓のアミ
ノ酸組成の差がどの程度関与しているかを主として窪索
出納により検討した。
実験方法
1. ラットの飼育および録料の採集
実験にはウィスター系雄ラットを用いた。体重約120
gの動物IL国型飼料(日本クレアKKC E-2)を約1ケ
表-1食餌組 成
ji8必 食 I6必食|蕪幻食
g g g 
アミノ酸混合 18.0 6.0 。
コーンオイル 5.0 5.0 5.0 
本塩 混 メEλる 5.0 5.0 5.0 
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g 
寒 3.0 
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月与えた後.12匹のラットを1群6匹づつでその平均体
重がほぼ等しく250-2609となるように2群IC分けた。
食餌は動物性タンパクの代表として牛肉を，植物性タ
ンパクの代表として精白米を考え，そのタンパクのアミ
ノ酸総成を日本食品アミノ酸分析表8)を多照してそれぞ
れ18%アミノ酸食，および6%アミノ酸食を作った。18%
食は牛肉のタンパク含量に. 696食は精白米のタンパク
含量lζ近似したものとして用いた。脂肪はコーンオイル
を5%加え，他の熱源にはコーンスターチを用いた。線
機塩類，ビタミン類は充分量与えた。なおアミノ酸混合
の代りにコーンスターチを加えて無タンパク食とした。
各食餌組成は第1表11::.それぞれのアミノ薮混合組成は
第2表に示した。
表-2 アミノ酸混合組成
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食事耳は寒天を用いて固め，ラットの食欲を増させると
同時11:.飼料の散乱を防いだ。
ラットは室混24"-25'C.湿度回"-55~副ζ調節された飼
育室で1匹づっ代謝ケージに入れて飼育された。7.kは自
由lζ摂取させた。食餌は毎朝定時に充分量を与え，前日
の食官耳は残量を測定し，乙れIC水分蒸発量を考慮して摂
取量を計算した。
1若手のラ γトは無タンパ夕食および牛肉パターン食で
飼育され，他のl群は無タンパ夕食と精白米ノマターン食
で飼育された。商群のラットは，はじめ無タンパク食で
7日間飼育され，ついで18%食が12日関与えられた。乙
乙で再び無タンバク食とし，ついで6労食で12日間飼育
され，ついで無タンパク食が7日関与えられた。以上の
45日間にわたり，体重，摂取食餌量を毎日測定し，尿は
各金期のはじめ2日分をまとめ，代謝安定期には3日分
をまとめて採集した。尿術集ピンICは前もって5.lのI
N塩酸を入れておいた。事Eは各食期どとにまとめて採集
した。以上の試料より窒索出納を検討した。
以上の実験にひきつづき，ふたたび18%食を7日間与
えた後屠殺し，血液，肝臓のタンパク性状等を検討し
Tこ。
2. a繋出納
尿は採集日寺1匹ごとにケージ内の焚および毛を除き，
約2∞dの温湯でケージ内をよく洗い落し， 乙れらをメ
スコJレペンに移して正確におO.llC希釈した。漢は各ラ
ット，各期どとに集め.80'Cで約ぬ分乾燥させ，混入し
ている毛は可能な限り除いた後ミキサーで粉にした。
尿および禁のサンプJレの一部をとり， セミミクロキー
ルダール法により含有窒素量を測定した。
摂取窒素量は摂取食餌量より算出した。毎日の摂取食
餌量をウエッ トの霊置で求め，乙れを乾燥重量IC換算し
た。さらに乙れより各々の食餌の摂取窒素震を算出し
た。摂取窒素量より策中2草案量を差引いたものを吸収量産
業量とみなしとれと尿中霊祭量との差を窒素出納量とし
た。
3. 血液および肝蔵所克
実験52日目ICエーテJレ麻酔下でラットの腹宮巨大動脈よ
り採血して死亡させ肝臓を議出した。
血液は血清をとり，セミミクロキールダーノレ法で霊祭
濃度を測定した。
肝臓は重量を測定し，一部を用いてセミミクロキール
ダール法で窒素含量を測定して総室紫量を算出した。
結 果
1.体重
食 物 学
体重の日々の平均増加量を，実験最初の体重をOとし
て，第1図ICは日々の変化量を，第2図ICは累積量にし
て示した。 日々の変化では精白米バターン食若手と牛肉バ
ターン食群で各食期とも，有意な差を認めなかったが，
累積量でみると6%食錫になって牛肉バターン食群の増
加量が大きく，最終無タンパ夕食期の最後で.12$1の差
がみられた。
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第2図 体重増加累積量
Z 食餌妓取量
第3図lζ1日食餌摂取量を示したが，各期を通じて牛
肉パターン食詳の方がやや多くなった。しかしその窒素
摂取量を算出して累積震としてみると， 第4図のように
ほとんど両食種IC差がなく.18%食の終りで0.1H.6 
%食の終りで0.21$1.牛肉パターン食の方が多いという
にすぎなかった。
3. 1繁出納
窒祭出納の成績を第5図と第3表IC示した。 3回の無
タンパ夕食拐では，いずれも食餌開始4"-5日で出納が
負のまま安定してくる。出納が安定してのち次の実験食
餌IC変えたが.18%食も6%食も，食餌を変えた始め3
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-4日は出納iζ動絡がはげしく，また大きな蓄積がみら
れる。それ以後霊祭出納は安定IC向う。 12日間の18%食
では，純白米バターン食も牛肉パターン食もともに正の
出納となり.12日間の窒紫出納の平均は約+400119/日で
両者iζ差がみられなかった。ひき続き7日間の無タンパ
ク食の後に与えた696食では，やはり両金種とも正の出
納であったが，乙の場合は精白米バターン食霊平で+175 
19/白，牛肉パターン食若手で+194119/白となり，牛肉バ
ターン食携の方が窒紫蓄積量が多い傾向を示した。乙の
窒素蓄積量を吸収2霊祭当りで比較すると， 18%食では両
食種』ζ差を認めず， 0.649/9であったが6%食では牛
肉パターン食群で0.759/ 9， 精白米パターン食苦手で，
0.709/9となり，牛肉パターン食群が596の危険率で
有意jζ蓄積量が大きくなった。
つぎに窒素出納と体重変化を第4表にまとめたが， 6 
%食では 12日間の体重増加量も，室~保留量もともに
牛肉ノぞターン食事手がやや優れている乙とがうかがわれ
る。なお吸収窒素当りの体重増加量を計算して表3K示
したが， 6%レベル食で牛肉パターン食がやや優れてい
fこ。
4. 血波および肝民
実験52日自に屠殺したラットの血清タンパク浪度は約
5.99/dlで両食種聞に差を認めなかった。肝臓重量は牛
肉パターン食で平均 8.069となり，精白米パターン食
の7.269より有意 (5%)Iζ霊くなっていたが，総窒素
量はそれぞれお419とお419で，牛肉パターン会でやや
多い傾向はみられたが，有意差i立証明できなかった。
考 察
個々の食品タンパタの栄養価は，そのアミノ酸組成iζ
影響される乙とはよく知られている。しかし実際に食品
のタンパクのアミノ酸バターγの差が，タンパク代謝IC
l吸{;;|体jr|鋭ごj窓口|説lJ)
18%レベル 務白米パターン食群 0.62土0.07 6.1土1.0 9.7土2.1 +お8土43 +0.64土0.05
食 期 牛肉パターン食群 0.64土0.05 6.1土1.0 9.6土1.1 + 398士23 +0.63土0.02
6%レベル 精白米パターン食群 0.25土0.03 5.0土1.1 19.7土2.6 + 175土21 +0.70土0.02
食 期
姐臨
牛肉パター ン余湾 0.26土0.01 5.9土1.0 22.9土3.5 + 194土20 +0.75土0.04
土 Standarddeviation 
* Significant difference compaired with standard protein diet (P<O. 05) 
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表-4釜祭出納値および体重の臨昼
精パタ 白ーン食米霊平 午パター ン食霊肉平
例 数 6匹 6匹
体( '1重~I窒(素符/出日納) 再( '1重~I墾(3符転/出日納) 
実験開始時 250 261 
無タンパク食7日間 -68 -70 
18労レベル食開始時 227 232 
18%レベJレ食12日間 303 +398 306 +398 
体重増加量 76 74 
無タンパク食7日間 -91 一関
696レベル食開始時 お4 279 
696レベル食12日間 325 +175 350 +194 
体 重 増加量 61 71 
無タンパク食7日間 -64 -68 
18必レベル食開始時 298 321 
189彰レベル食7日間 323 346 
どのように影響を与えるかについては不明の点が多い。
筆者らの研究は，牛肉パターンと精白米パターンのアミ
ノ酸混合を用い， ラットの窒紫出納lζ与える影響を調
べ，1896タンパク レベル食では両パターンIC差を認めな
かったが， 69ぢ金では体重，および蜜素蓄積量1:牛肉パ
ターンアミノ酸混合食で，精白米バターン食より優れた
傾向を示し，とくに吸収窒素蓄積量では5%の危険率で
有意に優れているという成績を得た。両者のアミノ酸パ
ターンをみると，表2にみられるように，精白米パターン
では必須アミノ酸のうちリゾンが著しく少ないのが特徴
である。その他合硫アミノ酸は精白米パターンの方がや
や多く，スレオニンはやや少ない。今回の実験はアミノ
酸混合を喰ーの窪3医療、として行なわれたが，69杉食の蜜
3転出納1:現われた差は，リジン含量の差がその原因の1
っと恩われる。 一方，充分な室~量と考えられる18%タ
ンパクレベル食では，両食種パターンで差は現れなかっ
た。すなわちリジン含量の少ない精白米パターン食で
も，18%タンパクレベルの置を摂取すると，リジンが比
率としては少なく とも，摂取絶対量は体タンパクを蓄積
するに充分量存在したと考えれば，牛肉パターン食と精
白米パターン食1ζ窒素出納，あるいはタンパク効率iL差
をみなかったととも理解できる。
食品のタンパク栄養価は，そのアミノ酸組成に影響さ
物 学
れるが，以上の成績よりすれば乙れが実際iζ生体の霊祭
出納に影響を現わすのは摂取タンパクの絶対量が少ない
場合である。タンパク摂取量カりFない場合は，とくにそ
のアミノ酸パターンに留意しなければ生体に強い影響を
及ぼすという乙とはHarper等の研究別 10>11>によって
もうかがわれる。もし十分なタンパク量を摂取する場合
は，清白米と牛肉とのアミノ酸パターンの差の程度では，
窒祭出納には影響を及ぼさないものと思われる。しかし
ROl¥e12>の実験にも明らかなように必須アミノ酸の1つ
が欠ければ，他のアミノ酸の組み合せがどのようでも，
g霊祭出納は負となる。このような極端な場合は天然の食
事では起りにくいと4まいえ，タンパクの量が十分であっ
てもやはりそのアミノ駿パターンは考慮すべきであろ
っ。
要約
食品蛋白質中のアミノ畿パターンの差が，タンパク代
謝にどのように影響を与えるかを検討するため，ラット
を用い牛肉中のアミノ酸パターンによるアミノ酸混合食
と，精白米中のアミノ・酸パターンによるアミ ノ酸混合食
を用いて無タンパク食6日間投与後.18%タンパクレベ
ル食12日間，再び無タンパク食7日間. 6%タンパクレ
ベル食12日間，無タンパ夕食7日関投与し，体重増加，
~$出納1 :及ぼす影響を調べた。
その結果，摂取窒素震は18%タンパクレベル食， 69ぢ
レベル食とも，両食種間にほとんど差がみとめられな
かったが，体重増加，および窒素蓄積量については， 6 
96タンパクレベル食で，精白米パターンより牛肉バター
ン食で大きい傾向がみられた。又吸収霊祭当りの窒素蓄
積貨では有意に牛肉パターン食の方が大きくなった。
本論文の要旨は日本栄養・食糧学会第9回近畿支部大
会にて発表した。
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Summary 
The study was made on effects of differences in amino acid patterns in foods on body weight 
gains and nitrogen balance in rats. 
Two amino acid diets were used; (A) an amino acid mixture simulated the beef protein pattern 
and (B.) that the polished rice protein pattern. 
The animals were given the respective diets in the following manner; 6 days on the protein free 
diet， followed su∞essively by 12 days on the amino acid diets at a 18% protein level， 7 days on the 
protein free diet， and 12 days on the amino acid diets at a 69ぢproteinlevel. 
The two types of the diets both at the 18% and 6% levels showed no significant difference in 
amounts of n~trogen absorption. However， the animals fed A diet at the 69ぢlevelshowed a greater 
weight gain， nitrogen retention and also significantly higher nitrogen retention p巴rabsorbed nitrogen 
(p=5%) than those on B diet. 
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